
Direct Air Capture (DAC）
－万博実証に向けたDAC技術開発の取り組み－

カーボンニュートラル、更にはカーボンネガティブの達成に向けてRITEでは、大気中のCO2を、直接回収

するDirect Air Capture（DAC）技術の開発をNEDOムーンショット型研究開発事業の中で推進しています。

海外が先行するDAC技術の、国内での研究開発を加速するために、万博会場にてベンチスケール規模

の大型DAC装置による実証試験を計画しています。RITEは、経済的に受容可能なDACの社会実装を達

成することにより、我が国が目指している低炭素社会の構築に貢献します。

ＲＩＴＥのＤＡＣ技術開発、万博実証試験の概要および世界のＤＡＣ技術

本資料は国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）からの委託事業の成果をもとに作成しています。

FY2020～「ムーンショット型研究開発事業/地球環境再生に向けた持続可能な資源循環を実現/大気中からの高効率CO2分離回収・炭素循環技術の開発」

NEDOムーンショット型研究開発事業への取り組み：

「ムーンショット型研究開発事業 」 で掲げられた目標 ４

「2050 年までに、地球環境再生に向けた持続可能な資源循

環を実現」にて、金沢大学および三菱重工業株式会社（以下、

三菱重工）と協力して、大気中からの高効率 CO2分離回収・

炭素循環技術の開発を推進しています。

今後のRITEのDAC技術開発：

2025年度の万博実証試験後も引き続き実証試験を計画します。2027～

2029年でのパイロット規模実証試験へと進展させるべく、低い回収エネル

ギー、コストを実現できる固体吸収材料（アミン、担持構造体）およびプロセス

の研究開発を推進します。

DAC技術の社会実装のイメージ

2025年万博実証試験の概要：

低温（60℃）での再生（CO2回収）が可能なRITE開発アミン

を用いる、CO2回収量最大500kg/日のベンチスケール実証

機を万博のカーボンリサイクルファクトリー会場に設置し、大

気からのCO2回収の実証試験を行います。

RITE開発アミンを適用した固体吸収材料をベンチスケール

規模で製造し、その性能を検証します。更に三菱重工が中心

となり、①吸収ユニットのサイズ最大化、②吸収ユニット並列

化・再生ユニット共有化、③ユーティリティー共有化の実証を

行います（NEDOムーンショット事業）。

また、このカーボンリサイクルファクトリー会場では、回収し

たCO2の利活用に関する実証を行います。

2025年万博／未来社会ショーケース事業へのRITE協賛事業（DAC）の概要

吸収ユニット

再生ユニット

*各企業HP,各種資料よりRITE作成

海外のDAC企業の大規模化の動き*

世界のDAC技術と本格的社会実装への課題：

DAC技術開発は欧米が先行しており、材料開発、装置の改良と大型化を

同時に進めています。本格的な社会実装に向けての課題は、回収エネル

ギーと回収コストの低減です。
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